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	191209 千歳橋記者発表① 
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	■国道３号千歳橋は、平成８年度にゲルバーヒンジ部の補強に際し、全国で初めて�　「連続ケーブル桁吊工法」を採用しており、今回の補修工事においては、このような�　補強対策を生かしつつ、最適な仕様を確定する必要があります。また、交通量が多く、�　宝満川を渡河する橋梁の補修工事となることから、交通への影響を最小限にすると共に�　出水期を考慮した工法とする必要があります。�　　ＥＣＩ方式を採用することにより、発注にあたって、設計段階から施工者独自のノウハウ�　を取り入れられ、効率的な「設計」「施工」が図られることが期待されます。

	191205 千歳橋記者発表資料②
	【千歳橋の外ケーブル補強概要】（連続ケーブル桁吊工法）


